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Title

(読み：かく みる からす)

Concept

『間違えてしまった過去の選択』、でも“不正解”じゃない。

2012年、ある兄弟が雑居ビルで起きた火災に巻き込まれた。兄は重症、弟は記憶を失うも、二人とも幸い一命をとりとめる。
あれは“不幸な事故”だった——と、結論がついてからしばらくの時が経った。

——そしてすべてが明らかになった時、彼らにどのような未来が訪れるのか。——

る スカラ視

しかし、この火災には“事故ではない別の真実”が存在し、
兄・玄にはこの一連の出来事によって抱えてしまった“大きな秘密”があった。

当時火災に巻き込まれたの兄の粟田玄は社会人、弟の粟田天和は大学４年生となり、現在は二人暮らし。
今では火災での傷もほとんど癒え、平穏に暮らしている。

Introduction

15年の時を経て、兄弟は再び火災について調べることに。
抱え込んでしまった秘密と向き合うことになる玄、その秘密は失われていた天和の記憶に関わることだった。
火災の真実に近づくにつれ、明らかになっていく兄弟の秘密。次第に天和も元の記憶を思い出し——。

この物語は、１５年前の火災の真実を追い求める『ヒューマンサスペンス』であり、

１５年分の家族の真実を取り戻す『家族ドラマ』である。

あわだ くろ あわだ てんな

1



物語終盤、ついに犯人である金村祐を追い詰めた玄。玄はそこで改めて天和の死と向き合うことになる。そ
して玄は『入れ替わり』によって続いてしまった兄弟の１５年間を清算することを決意する。その一方で、天
和も元の人格を完全に思い出し——。

ケーウェブメディア
株式会社

母親違いの弟 母親違いの兄

粟田玄(31)
編集第二部・エンタメ班所属。
入社当時は社会班だったが、
本人の希望でエンタメ班に異動。
15年前の火災をきっかけに
大きな秘密を抱えている。

あわだ くろ

金村 祐(35)
かねむら たすく

悠由医科大学病院・内科医。
玄と天和と地元が同じ。
医大生時代、当時高校生の玄の
家庭教師をしていた。
15年前の火災の真犯人。

粟田天和(21)
あわだ てんな

宝旺大学４年。
インターン生としてケーウェブ
メディアにやってくる。
15年前の火災で当時の
記憶を失っている。

王然(22)
ワンラン

玄の前に突然『ルイ』と
名乗り現れる。
幼かったころに、ルイと共に
過ごした在留中国人二世。

ルイ(21)
玄と天和が暮らしていた地域に
住んでいた在留中国人二世。
天和とよく一緒に居るようになる。

八南 冴理(31)
編集第一部・社会班所属。
玄とは就活時からの同期。
周囲からも頼られる性格。
インターンチームの中心的存在。
天和のことを気にかけている。

やなみ さえ り

志岐 悠馬(33)
し き ゆ う ま

玄の就活同期。
フリージャーナリスト。
ケーウェブとの付き合いも長い。
玄とは仕事の話も
プライベートの話もできる仲。

就活時代の同期

15年前の火災で入れ替わる

本当の名前/本来の姿・正体

幼い頃の
友人

近所のお兄さん的存在

勉強の面倒を見ていた
関係者

雑居ビル火災
15年前

シリーズ
構成＆

物語概要

#１ #5#6 #9 #10
？１５年前の火災は事故ではない

？粟田玄・天和の兄弟関係の秘密

〇火災の真相

→？今“粟田天和”として生きている人物の正体
・火災現場にいたもう一人の男の子

・偽装された火災報告書 ・火災現場となった『技能実習生管理事務所』の闇 ・外国人を狙った人身売買

〇すべてを思い出した天和と玄の『これから』
・亡くなったはずの『もう一人の男の子＝ルイ』の偽物

#8
2

同期

雑居ビル火災から15年後、玄の勤めるウェブニュース運営会社にインターンにやってきた天和。天和はそこで自身も巻き込まれた火災について調べようとする。しかし玄はな
ぜか不自然なまでにそれを引き留めるのだった——。第一話のラスト、この物語の主軸である『火災事故の謎』『兄弟関係の謎』の二つを提示し、話数を追って明らかになってい
く火災当日の様子。火災現場には玄と天和のほかにもう一人、『少年A』がいた。
そして彼こそが玄の秘密の正体＝『本当の“粟田天和”』であり、15年前火災の中から玄が助け出したのは（現在粟田天和として生きている人物）は、当時天和と玄によくな

ついていた在留中国人２世の『ルイ』という少年だったのだ。物語中盤、どのようにこの『入れ替わり』が起きてしまったのかが明らかになり、さらにルイの古い友人・王然(ワンラ
ン)の登場で火災の真相に大きく近づく。

人物相関図



第 1話 「ハッピーバースデー」 

 15 年前、足立区で発生した『足立区城山ビル火災』。大きな被害を残したその雑居ビル火災に巻き込まれた二人の兄弟がいた。火災発生時にビルの中に取り残されてしまっ

た当時 6 歳の粟田天和、そして天和のことを助けに入った当時 16 歳の粟田玄。玄は幼い天和を抱え、なんとかビルから脱出し、幸い 2 人とも一命を取り留めた。 

 時はたち 2027 年、兄の玄は 31 歳、弟の天和は 21 歳、現在二人暮らしをしている。ある日、兄の玄が勤めるウェブニュース運営会社にインターン生として弟の天和がやってき

た。天和から何も知らされてておらず、突然の出来事に驚く玄。しかし、天和が玄にインターンのことを話さなかったのには理由があった。――それは、天和が一度事故として処

理された『足立区城山ビル火災』について、インターン中に再調査しようとしていたからだった。その事実を知った玄は、不自然なほど必死に天和を引き留める。 

 あの火災で、火災以前の記憶を失ってしまっている天和。精神的なショックも相まって記憶が失われているため、確かに火災について調べることで天和が当時の記憶を取り戻

してしまう可能性があるのは心配も大きい。しかし、他にも玄が天和の再調査を引き留める原因があるのではないかと同僚の八南冴理は感じていた。冴理は天和の意思も尊重

してもいいのではと玄に告げ、そして再び天和と話をした玄。玄は天和が火災の真実を追うことを認めた。そんな矢先、雨の日の夜道、天和が階段から転落し救急搬送される。 

 搬送先の病院に到着する玄。病室のベッドの上で眠る天和に呼びかける。そして天和は玄の声に反応し目を覚ます……が、その様子がいつもと違った。普段「玄」と名前で呼

んでいるはずの天和が「お兄ちゃん」と呼んだのだ。――その瞬間、玄は 15年前の火災の中で見た光景を思い出す。そこには天和とは別に、もう 1人の少年がいたのだ。 

第 2話 「『事件性無しに隠された真実』」 

  目を覚ますとまるでいつもと別人のような様子だった天和。しかし、玄が医師を呼びに行ってる間に再び眠ってしまい、朝目を覚ますといつもの天和に戻っていた。玄は病院

内で偶然再会した金村佑にこのことを話すと、佑は一度記憶喪失を経験していると、少しの衝撃で一時的に記憶を失うことがあると玄に説明した。そして天和は程なく退院する。 

天和が階段から転落し搬送された夜、その直前まで玄は就活同期でフリージャーナリストの志岐悠馬に会っていた。――玄がケーウェブメディアに入社した 9 年前、当時は本

人の希望で社会班に配属されていた頃。玄自身も、過去に火災の真実について調べようとしていた時期があったのだ。玄と志岐が 2 人で火災について調べていたあるとき、手

に入れた現場の残留物の写真の中に、金属製の溶けたフィギュアのようなものが映っているのを見つける。玄は、それがタバコを吸う父親がお土産として誰かからもらった“龍を

あしらった金属製のライター“と気づく。そしてそれは、天和がおもちゃだと勘違いしたことがあった物だった。――もしかしたら、火災の原因はこのライターなのかもしれない。そう

思った玄は、火災についてこれ以上追求することをやめ、一緒に調査を手伝ってもらっていた志岐にも理由を明かさないまま、一言「もう調べなくていい」と伝えていたのだった。 

当時、自分に調べることをやめさせた理由が弟の天和にあると感じていた志岐。しかし、志岐自身もあの火災には事故以外の真実があると考えており、玄から止められた後も

少し調べ続けていたのだ。そしてあの火災の火災報告書に“不自然な更新“があり、どこかに『本来の火災報告書』があるということを突き止め、その事実こそがどこかに真犯人

がいる証拠だと伝えた。退院後インターンに合流した天和に、玄は意を決し残留物の中のライターの存在を伝え、志岐と共にインターンに協力することに。天和は加納翔也（かの

うしょうや・男・21 才）と牧野実花（まきのみか・女・22 才）とチームを組み“過去に『事件性無し』と言われていたが、のちに事件性が発覚した例“を集めて記事にすることにした。 

【全体構成】 
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第 3話 「記憶の断片」 

 天和の快気祝いに 9 人のインターン生は食事会・飲み会を開いた。会が終わり店を出た後、天和は忘れ物に気づいて振り返り、ふとお店のあった建物２階を見上げる。その瞬

間、今まで全く思い出すことのなかった火災前の幼少期の記憶の一部が蘇る。“あの日”も同じように、一度建物の外に出たのに、理由があって再びビルの中に入って行ったよう

な気がする、と。あの時天和がビルに戻ったのはただの忘れ物だったのか。 

  一方で志岐は 7年前に断念してしまった『本来の火災報告書』をようやくの思いで探し当てる。今の報告書と違う点は、本来の報告書には“不審な男の目撃証言”が存在した

こと。もう一つは壁内配線の不良が起きた“出火元“とされている場所が異なっていたことだった。 

  志岐から火災報告書の書き換えに関与している可能性がある人物として、当時のビル管理責任者だった保坂幸成（ほさかゆきなり・男・45 才）の名前を聞く玄。玄と志岐は保

坂に話を聞きに行くことにした。だが、保坂は目の前に現れた玄の顔を見た瞬間に逃げ出してしまう。保坂をとらえ話を聞くと、玄の顔を見て火災の件について聞かれると察した

らしい。玄は火災直後、現場によく足を運んでおり、それを保坂は見ていたのだ。そして最近になって火災のことを尋ねてきた人物が他にも居たため、警察が動いていると勘違い

して逃げ出してしまったと説明する。保坂は報告書を書き直した事実についてはあっさり認めるが、「その後の調査で分かったことによる修正」と会社に言われただけで、特に大

きな意味があるとは考えていなかったようだった。そして玄・志岐・天和の 3 人は、もう 1 人、火災が起きたビルに入っていた子どもセンターの当時の職員・吉岡美代子（よしおか

みよこ・女・56 才）に話を聞きに向かう。 

第 4話 「かくれんぼ」 

 15 年前、卒業・卒園シーズンだったその日は子供センターでお祝いの縁日が開かれていた。火災があったのはちょうどその片付けも終わるくらいの時間帯。美代子がゴミ出し

をしようと思って部屋を出たところで爆発音が鳴り、一気に火が回ったという。この時、天和が中に残っていることに美代子は気づいていなかった。外に出た時、その場にいた天

和の母が『天和が中にいる』と泣き叫ぶのを見て、美代子はそれを理解したのだ。玄と天和は異母兄弟で、玄は父親の連れ子。母親にとって、実の息子である天和が火事に巻

き込まれたのは相当なショックだった。元々身体が強くなく、精神的ショックもあった母親は入退院を繰り返すようになり、今も入院中で時々天和が見舞いに行っていた。 

また、本来の報告書に書かれていた“不審な男の目撃証言“は美代子のものだったのだ。当時、美代子はビルから逃げ出した後、野次馬の中に目深くフードを被った若い男を

目撃するも、男は美代子が自分を見ていることに気づくと慌てて去っていったらしい。不審な男の目撃証言が消えてしまった理由には美代子自身も見当がつかないようだった。

そして、天和は自分が一度外に出た後にビルに戻った理由、それに美代子が気づかなかった理由に心当たりがあるかと尋ねる。すると美代子は自分にも責任があることとを悔

やみながら話を続けた。「あの火事には当時のあなたと同じくらいの子供の犠牲者がいたでしょ。あなたは忘れてしまったのかもしれないけど、もしその子とあなたがお友達だっ

たのなら、子供が考えることであれば『かくれんぼ』のようなことなのではないか」と。そもそも、親の世話が必要な 5歳前後の男の子が身元不明のままであるという事実がおかし

いことに気づく天和。行方不明届も出されておらず、親もその子供が突然いなくなっても探していないことになるのだ。この男の子は一体誰なのだろうか。 

――そして玄は美代子から「天和を助けに行った時、もう 1 人の男の子を見ていないのか」と尋ねられ、「見ていない」と答えた。 
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。 

 

◯

同

・

天

和

の

部

屋

（

朝

） 

 
 

 

玄

の

部

屋

と

同

程

度

の

広

さ

の

部

屋

。 

 
 

 

ベ

ッ

ド

の

サ

イ

ド

テ

ー

ブ

ル

に

置

か

れ

た

ス

マ

ホ

の

ア

ラ

ー

ム

が

鳴

っ

て

い

る

。 

 
 

 

ベ

ッ

ド

で

眠

っ

て

い

た

粟

田

天

和

（

２

１

）

が

寝

ぼ

け

た

ま

ま

ス

マ

ホ

に

右

手

を

伸

ば

す

。

天

和

の

右

前

腕

に

は

２

０

ｃ

ｍ

ほ

ど

の

大

き 
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な

古

い

傷

跡

。 

 
 

 

天

和

、

ア

ラ

ー

ム

を

止

め

、

再

び

寝

落

ち

る

。 

ス

マ

ホ

画

面

に

は

『

イ

ン

タ

ー

ン

・

会

社

見

学

』

と

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

が

表

示

さ

れ

て

い

る

。 

 

◯

同

・

リ

ビ

ン

グ

（

朝

） 

 
 

 

カ

ウ

ン

タ

ー

型

の

キ

ッ

チ

ン

が

つ

な

が

っ

た

、

実

家

感

の

あ

る

リ

ビ

ン

グ

ダ

イ

ニ

ン

グ

。 

 
 

 

ベ

ラ

ン

ダ

が

つ

い

て

い

る

。 

 
 

 

テ

レ

ビ

か

ら

は

朝

の

情

報

番

組

が

流

れ

る

。 

 
 

 

玄

、

テ

レ

ビ

を

見

な

が

ら

、

ア

イ

ス

コ

ー

ヒ

ー

を

一

口

飲

み

、

グ

ラ

ス

を

ダ

イ

ニ

ン

グ

テ

ー

ブ

ル

に

置

い

て

立

ち

去

る

。 

 

◯

同

・

洗

面

所

（

朝

） 

 
 

 

洗

濯

機

か

ら

洗

濯

物

を

取

り

出

す

玄

。 

 
 

 

眠

そ

う

な

部

屋

着

姿

の

天

和

が

、

洗

面

所

の 

横

を

通

り

過

ぎ

る

。 

天

和

「

お

は

よ

〜

」 

玄

「

お

は

よ

」 



 

 4 

◯

同

・

ベ

ラ

ン

ダ

（

朝

） 

 
 

 

洗

濯

物

を

干

し

て

い

る

玄

。 

 
 

 

リ

ビ

ン

グ

か

ら

玄

に

話

し

か

け

る

天

和

の

声

。 

天

和

の

声

「

玄

、

パ

ン

焼

く

？

」 

 
 

 
ベ

ラ

ン

ダ

か

ら

、

キ

ッ

チ

ン

で

食

パ

ン

の

袋

を

開

け

て

い

る

天

和

の

姿

が

見

え

る

。 

 
 

 

玄

、

振

り

返

り

答

え

る

。 

玄

「

い

ら

な

い

」 

 
 

 

玄

、

再

び

洗

濯

物

を

干

し

始

め

る

と

、

ど

こ

か

ら

か

消

防

車

の

サ

イ

レ

ン

が

聞

こ

え

る

。 

 
 

 

サ

イ

レ

ン

の

音

の

方

を

気

に

す

る

玄

。 

 

◯

同

・

リ

ビ

ン

グ

（

朝

） 

 
 

 

ト

ー

ス

ト

の

乗

っ

た

皿

を

持

っ

て

ダ

イ

ニ

ン 

グ

テ

ー

ブ

ル

ま

で

や

っ

て

く

る

天

和

。

椅

子 

に

座

り

、

ト

ー

ス

ト

を

食

べ

始

め

る

。 

 
 

 

玄

、

洗

濯

物

が

干

し

終

わ

り

、

ベ

ラ

ン

ダ

か

ら

室

内

に

入

る

。 

 
 

 

テ

レ

ビ

か

ら

流

れ

て

い

た

朝

の

情

報

番

組

が

報

道

局

中

継

に

切

り

替

わ

る

。 



 

 5 

 
 

 

テ

レ

ビ

に

映

る

報

道

局

員

（

３

０

）
。

 

報

道

局

員

の

声

「

今

日

午

前

７

時

ご

ろ

、

東

京

都

江

戸

川

区

の

雑

居

ビ

ル

で

火

災

が

発

生

し

ま

し

た

」 

 
 

 

玄

が

ピ

タ

ッ

と

足

を

止

め

る

。 

 
 

 
天

和

も

咀

嚼

を

止

め

る

。 

 
 

 

同

時

に

テ

レ

ビ

画

面

に

注

目

す

る

玄

と

天

和

。 

報

道

局

員

の

声

「

現

在

も

消

防

に

よ

る

消

火

活

動

が

続

い

て

い

ま

す

。

現

場

近

く

に

、
」

 

 
 

 

テ

レ

ビ

画

面

、

報

道

が

続

く

。 

 
 

 

テ

レ

ビ

に

見

入

っ

て

い

る

玄

と

天

和

。 

 
 

 

テ

ー

ブ

ル

上

の

ス

マ

ホ

に

着

信

が

入

る

。 

 
 

 

天

和

、

着

信

に

気

付

き

、

玄

を

呼

ぶ

。 

天

和

「

玄

」 

 
 

 

玄

、

テ

レ

ビ

に

気

を

取

ら

れ

て

い

て

天

和

の

声

に

気

づ

か

な

い

。 

 
 

 

玄

の

頭

の

中

で

、

テ

レ

ビ

か

ら

の

消

防

車

の 

サ

イ

レ

ン

の

音

と

、

マ

ン

シ

ョ

ン

の

外

か

ら

聞

こ

え

る

サ

イ

レ

ン

の

音

が

大

き

く

反

響

し

て

い

る

。 

天

和

「

…
…

玄

！

」 
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玄

、

我

に

帰

り

天

和

の

方

を

振

り

向

く

。 

玄

「

ん

？

」 

天

和

「

電

話

鳴

っ

て

る

」 

玄

「

あ

ぁ

」 

 
 

 
ス

マ

ホ

を

手

に

取

り

電

話

に

出

る

玄

。 

 
 

 

廊

下

の

奥

へ

歩

い

て

い

く

玄

を

見

る

天

和

。 

 

◯

同

・

洗

面

所

（

朝

） 

 
 

 

ス

ー

ツ

姿

の

天

和

、

鏡

の

前

で

髪

を

整

え

る

。 

 
 

 

玄

が

や

っ

て

き

て

洗

面

所

を

覗

く

。 

玄

「

天

和

」 

 
 

 

天

和

が

玄

を

見

る

。 

玄

「

父

さ

ん

の

七

回

忌

の

日

、

仕

事

無

く

な

っ

た

わ

」 

天

和

「

じ

ゃ

一

緒

に

お

墓

参

り

行

け

る

？

」 

玄

「

う

ん

、

駅

か

ら

遠

い

し

車

で

行

こ

う

。

さ

っ

き 

レ

ン

タ

カ

ー

予

約

し

た

」 

天

和

「

わ

か

っ

た

」 

 
 

 

玄

、

珍

し

そ

う

に

ス

ー

ツ

姿

の

天

和

を

足

先 

か

ら

上

に

向

か

っ

て

見

て

い

く

。 

玄

「

今

日

ス

ー

ツ

な

ん

だ

」 
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天

和

「

あ

〜

…
…

、

う

ん

」 

玄

「

就

活

？

」 

 
 

 

天

和

、

は

ぐ

ら

か

す

よ

う

に

。 

天

和

「

…
…

ま

ぁ

そ

ん

な

感

じ

？

」 

 
 

 
玄

、

天

和

の

曖

昧

な

返

答

に

ひ

っ

か

か

り

。 

玄

「

…
…

『

そ

ん

な

感

じ

』

？

」 

 
 

 

天

和

、

面

倒

そ

う

に

答

え

る

。 

天

和

「

就

活

就

活

」 

玄

「

ふ

ぅ

ん

、

じ

ゃ

あ

出

る

わ

」 

天

和

「

う

ん

」 

 
 

 

玄

が

立

ち

去

り

、

ふ

ぅ

と

安

心

し

た

表

情

を

浮

か

べ

る

天

和

。 

 
 

 

少

し

し

て

再

び

玄

が

洗

面

所

を

覗

く

。 

 
 

 

驚

い

て

ビ

ク

ッ

と

す

る

天

和

。 

天

和

「

何

？

」 

玄

「

ネ

ク

タ

イ

曲

が

っ

て

る

か

ら

や

り

直

し

た

方

が 

い

い

よ

」 

天

和

「

…
…

わ

か

っ

た

」 

 
 

 

立

ち

去

る

玄

。 

天

和

「

…
…

行

っ

て

ら

っ

し

ゃ

い

」 



 

 8 

◯

オ

フ

ィ

ス

ビ

ル

・

エ

ン

ト

ラ

ン

ス 

 
 

 

２

０

階

建

の

オ

フ

ィ

ス

ビ

ル

エ

ン

ト

ラ

ン

ス

。 

 
 

 

続

々

と

ビ

ル

に

入

る

会

社

員

の

中

に

玄

の

姿

。 

 
 

 

ゲ

ー

ト

に

社

員

証

を

か

ざ

し

通

過

す

る

玄

。 

 
 

 
ビ

ル

案

内

板

の

５

・

６

階

の

欄

に

『

ケ

ー

ウ

ェ

ブ

メ

デ

ィ

ア

株

式

会

社

』

と

書

い

て

あ

る

。 

 

◯

ケ

ー

ウ

ェ

ブ

メ

デ

ィ

ア

・

編

集

第

二

部 

 
 

 

カ

ラ

フ

ル

で

お

し

ゃ

れ

な

雰

囲

気

の

フ

ロ

ア

。 

 
 

 

天

井

か

ら

『

エ

ン

タ

メ

班

』

と

書

か

れ

た

プ

レ

ー

ト

が

下

が

っ

て

い

る

。 

 
 

 

玄

が

自

分

の

デ

ス

ク

に

や

っ

て

く

る

。 

玄

「

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

ー

す

」 

 
 

×
 

 
×

 
 

×
 

 
 

 

プ

リ

ン

タ

ー

か

ら

書

類

が

出

て

き

て

い

る

。 

 
 

 

プ

リ

ン

タ

ー

の

前

で

印

刷

が

終

わ

る

の

を

待

っ

て

い

る

玄

、

ポ

ケ

ッ

ト

に

あ

る

ス

マ

ホ

の 

通

知

が

鳴

り

、

ス

マ

ホ

を

取

り

出

す

。 

 
 

 

玄

の

背

後

か

ら

手

に

書

類

を

持

っ

た

梅

原

桜

太

郎

（

２

４

）

が

玄

の

ス

マ

ホ

を

覗

く

。 
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ス

マ

ホ

に

は

ス

ポ

ー

ツ

ブ

ラ

ン

ド

の

通

販

サ 

イ

ト

の

画

面

と

『

発

送

完

了

』

の

文

字

。 

梅

原

「

何

買

っ

た

ん

で

す

か

？

」 

玄

「

キ

ャ

ッ

プ

。

弟

の

誕

生

日

に

と

思

っ

て

」 

 
 

 
印

刷

が

終

わ

り

、

プ

リ

ン

タ

ー

か

ら

書

類

を 
取

り

出

す

玄

、

自

分

の

席

に

向

か

う

。 

 
 

 

梅

原

も

後

ろ

を

続

く

。 

梅

原

「

い

い

じ

ゃ

な

い

で

す

か

〜

。

粟

田

さ

ん

っ

て

弟

さ

ん

と

結

構

離

れ

て

る

ん

で

し

た

っ

け

？

」 

玄

「

１

０

個

差

、

今

年

２

２

歳

」 

梅

原

「

歳

の

離

れ

た

弟

っ

て

可

愛

い

ん

で

し

ょ

う

ね

〜

。

僕

双

子

な

ん

で

小

さ

い

時

か

ら

喧

嘩

ば

っ

か

り

で

…
…

」 

玄

「

へ

ぇ

〜

双

子

な

ん

だ

」 

梅

原

「

い

い

な

ぁ

兄

貴

と

か

欲

し

か

っ

た

な

ぁ

、

勉

強

教

え

て

も

ら

え

た

り

す

る

じ

ゃ

な

い

で

す

か

」 

玄

「

勉

強

と

か

は

あ

ん

ま

り

教

え

た

覚

え

な

い

け

ど

」 

 
 

 

自

分

の

席

に

座

る

玄

。

印

刷

し

た

資

料

を

確

認

し

な

が

ら

呟

く

。 

玄

「

今

就

活

中

な

ん

だ

っ

て

。

（

少

し

文

句

っ

ぽ

く

） 



 

 10 

状

況

と

か

全

然

言

っ

て

こ

な

い

か

ら

わ

か

ん

な

い 

ん

だ

よ

ね

〜

…
…

本

当

、

ど

う

な

る

ん

だ

か

」 

 
 

 

玄

の

斜

め

向

か

い

の

自

分

の

席

の

前

に

立

っ

て

い

る

梅

原

。 
梅

原

「

そ

う

な

ん

で

す

ね

〜

…
…

」 

 
 

 

梅

原

、

何

か

を

思

い

出

し

て

。 

梅

原

「

あ

れ

？

」 

 
 

 

玄

、

顔

を

上

げ

る

。 

 
 

 

梅

原

、

手

元

の

資

料

を

パ

ラ

パ

ラ

と

め

く

る

。 

玄

「

何

？

」 

梅

原

「

就

活

中

っ

て

…
…

も

し

か

し

て

」 

 

◯

オ

フ

ィ

ス

ビ

ル

・

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

内 

 
 

 

鏡

で

ネ

ク

タ

イ

を

整

え

て

い

る

天

和

。 

 
 

 

扉

が

開

き

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

を

降

り

る

天

和

。 

 

◯

ケ

ー

ウ

ェ

ブ

メ

デ

ィ

ア

・

エ

ン

ト

ラ

ン

ス 

 
 

 

『

ケ

ー

ウ

ェ

ブ

メ

デ

ィ

ア

』

と

大

き

く

書

か 

れ

た

受

付

カ

ウ

ン

タ

ー

に

向

か

う

天

和

。 

 
 

 

天

和

、

受

付

社

員

に

話

し

か

け

よ

う

と

す

る

。 
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◯

同

・

編

集

第

二

部 

 
 

 

玄

、

席

に

座

り

、

書

類

を

パ

ラ

パ

ラ

と

め

く 

っ

て

い

る

梅

原

を

見

て

い

る

。 

梅

原

「

い

や

、

気

の

せ

い

か

…
…

？

」 

 
 

 
フ

ロ

ア

の

奥

の

方

か

ら

甲

斐

誠

一

（

３

６

）

が

玄

を

呼

ぶ

。 

甲

斐

「

粟

田

ー

」 

 
 

 

甲

斐

の

呼

ぶ

方

を

見

る

玄

。 

玄

「

は

い

」 

甲

斐

「

少

し

早

い

け

ど

会

議

始

め

よ

う

」 

玄

「

は

ー

い

」 

 
 

 

玄

、

立

ち

上

が

る

。 

玄

「

行

っ

て

く

る

わ

」 

 
 

 

玄

、

印

刷

し

た

書

類

を

持

っ

て

立

ち

去

る

。 

 
 

 

取

り

残

さ

れ

る

梅

原

。

立

ち

去

る

玄

の

背

中

に

向

か

っ

て

。 

梅

原

「

い

っ

て

ら

っ

し

ゃ

ー

い

…
…

」 

 
 

 

梅

原

が

手

元

の

書

類

に

目

を

落

と

す

。 

 
 

 

書

類

の

中

に

は

、

天

和

の

証

明

写

真

が

貼

ら

れ

た

履

歴

書

。 
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梅

原

「

え

、

…
…

や

っ

ぱ

り

こ

れ

っ

て

…
…

」 

 

◯

同

・

廊

下 

 
 

 

歩

い

て

や

っ

て

く

る

天

和

の

足

元

。 

 
 

 
反

対

側

か

ら

資

料

に

目

を

落

と

し

つ

つ

早

足

で

歩

い

て

い

る

玄

、

パ

ッ

と

顔

を

上

げ

る

と

、

目

の

前

に

天

和

が

歩

い

て

く

る

の

が

見

え

る

。 

 
 

 

玄

と

天

和

の

目

が

合

う

。 

玄

「

え

？

」 

 
 

 

や

ば

い

、

と

い

う

表

情

の

天

和

。 

天

和

「

あ

…
…

」 

 
 

 

言

葉

が

出

ず

、

見

合

っ

て

い

る

玄

と

天

和

。 

玄

「

え

！

？

」 

天

和

「

こ

れ

は

、

あ

の

…
…

そ

の

…
…

」 

 
 

 

玄

、

じ

わ

じ

わ

と

天

和

に

近

づ

く

。 

玄

「

…
…

え

、

何

ど

う

い

う

こ

と

？

」 

 
 

 

後

退

り

し

て

い

く

天

和

。 

天

和

「

な

ん

と

い

う

か

…
…

」 

 
 

 

通

り

過

ぎ

る

社

員

た

ち

が

、

不

審

そ

う

に

玄 

と

天

和

を

見

る

。 
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玄

「

な

ん

で

俺

の

会

社

に

い

る

の

？

」 

天

和

「

…
…

い

や

」 

 
 

 

玄

、

他

の

社

員

た

ち

に

見

ら

れ

て

い

る

こ

と

に

気

づ

き

、

天

和

の

手

首

を

掴

む

。 
玄

「

ち

ょ

っ

と

」 

 
 

 

天

和

の

手

首

を

ぐ

い

っ

と

引

っ

張

る

玄

。 

 

◯

同

・

休

憩

室 

 
 

 

玄

、

休

憩

室

の

端

に

天

和

を

立

た

せ

る

。 

玄

「

説

明

し

て

」 

 
 

 

怯

え

た

よ

う

な

上

目

遣

い

で

玄

を

見

る

天

和

。 

天

和

「

イ

、

イ

ン

タ

ー

ン

が

、

あ

り

ま

し

て

…
…

」 

玄

「

イ

ン

タ

ー

ン

？

」 

天

和

「

早

期

採

用

者

の

、

イ

ン

タ

ー

ン

」 

玄

「

早

期

採

用

者

…
…

」 

 
 

 

考

え

を

巡

ら

せ

て

い

る

玄

。 

 
 

 

そ

れ

を

じ

っ

と

見

て

い

る

天

和

。 

玄

「

…
…

天

和

こ

こ

で

就

職

決

ま

っ

た

っ

て

こ

と

？

」 

天

和

「

厳

密

に

言

う

と

そ

う

で

は

な

い

け

ど

…
…

」 

 
 

 

再

び

考

え

を

巡

ら

せ

て

い

る

玄

。 
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玄

を

見

る

天

和

。 

 
 

 

休

憩

室

に

や

っ

て

く

る

八

南

冴

理

（

３

１
）
。 

 
 

 

冴

理

、

天

和

を

見

て

。 

冴

理

「

あ

！

居

た

〜

よ

か

っ

た

」 

 
 

 
冴

理

、

玄

を

見

て

訝

し

げ

に

。 

冴

理

「

粟

田

何

し

て

ん

の

？

」 

玄

「

八

南

こ

そ

何

し

て

ん

の

？

」 

冴

理

「

イ

ン

タ

ー

ン

の

子

が

社

員

に

ど

っ

か

連

れ

て

か

れ

る

の

見

た

っ

て

聞

い

て

来

た

ん

だ

け

ど

…
…

」 

 
 

 

冴

理

、

玄

を

不

審

そ

う

な

目

で

見

る

。 

 
 

 

玄

、

天

和

を

指

差

し

て

。 

玄

「

…
…

俺

の

弟

…
…

な

ん

だ

け

ど

」 

冴

理

「

ま

ぁ

、

だ

ろ

う

な

と

は

思

っ

て

た

」 

 
 

 

唖

然

と

す

る

玄

。 

 
 

 

甲

斐

が

休

憩

室

を

覗

く

。 

甲

斐

「

あ

、

粟

田

こ

ん

な

と

こ

ろ

に

居

た

の

か

よ

」 

 
 

 

玄

、

冴

理

、

天

和

が

甲

斐

を

見

る

。 

 
 

 

甲

斐

も

玄

、

天

和

、

冴

理

を

見

る

。 

甲

斐

「

…
…

何

し

て

ん

の

？

」 

 
 

 

４

人

の

間

に

沈

黙

が

流

れ

る

。 
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甲

斐

「

…
…

会

議

、

始

め

た

い

ん

だ

け

ど

」 

玄

「

…
…

は

い

。

す

い

ま

せ

ん

今

行

き

ま

す

」 

 
 

 

早

足

で

休

憩

室

を

出

て

い

く

玄

と

甲

斐

。 

 
 

 

出

て

い

く

玄

の

背

中

を

見

送

る

天

和

。

緊

張 

が

解

け

た

よ

う

に

肩

の

力

が

抜

け

る

。 

冴

理

「

天

和

君

も

、

部

屋

案

内

す

る

ね

」 

天

和

「

…
…

は

い

」 

 

◯

イ

タ

リ

ア

ン

居

酒

屋

・

外

観

（

夜

） 

 
 

 

客

た

ち

の

談

笑

す

る

声

。 

 

◯

同

・

店

内

（

夜

） 

 
 

 

玄

、

冴

理

、

甲

斐

、

梅

原

が

テ

ー

ブ

ル

席

で

食

事

を

し

て

い

る

。 

梅

原

「

本

当

に

何

も

聞

い

て

な

か

っ

た

ん

で

す

か

？

」 

冴

理

「

一

緒

に

住

ん

で

る

ん

じ

ゃ

な

か

っ

た

っ

け

？

」 

玄

「

…
…

何

も

聞

い

て

な

い

」 

 
 

 

玄

、

店

員

を

呼

ぶ

。 

玄

「

す

み

ま

せ

ん

、

ビ

ー

ル

も

う

一

つ

」 

 
 

 

近

く

を

通

り

か

か

っ

た

居

酒

屋

店

員

（

２

５

） 
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が

元

気

よ

く

返

事

を

す

る

。 

居

酒

屋

店

員

「

は

〜

い

！

」 

残

り

少

な

い

ビ

ー

ル

を

飲

み

干

す

玄

。 

梅

原

「

で

も

天

和

君

が

同

じ

会

社

受

け

る

時

点

で

、

粟

田

さ

ん

良

い

お

兄

ち

ゃ

ん

な

ん

で

し

ょ

う

ね

」 

甲

斐

「

に

し

て

も

俺

弟

と

同

じ

職

場

は

嫌

だ

な

…
…

」 

玄

「

俺

だ

っ

て

ど

ん

な

顔

し

た

ら

い

い

か

わ

か

ん

な

い

っ

す

よ

」 

冴

理

「

で

も

結

局

グ

ル

ー

プ

採

用

だ

か

ら

実

際

働

く

の

は

別

の

会

社

か

も

よ

。

イ

ン

タ

ー

ン

を

う

ち

で 

引

き

受

け

て

る

っ

て

だ

け

だ

し

」 

 
 

 

冴

理

の

言

葉

を

聞

い

て

少

し

考

え

る

玄

。 

玄

「

ま

ぁ

そ

れ

だ

っ

た

ら

…
…

、

い

や

、

で

も

な

」 

 
 

甲

斐

、

感

慨

深

い

様

子

で

。 

甲

斐

「

と

う

と

う

ウ

チ

も

イ

ン

タ

ー

ン

と

か

や

る

よ

う

に

な

っ

た

の

か

」 

 
 

 

ぐ

び

っ

と

ビ

ー

ル

を

飲

む

甲

斐

。 

冴

理

「

親

会

社

の

人

事

が

、

毎

年

各

社

持

ち

回

り

制

で

入

社

前

イ

ン

タ

ー

ン

開

催

し

た

い

っ

て

、

数

年

前

か

ら

進

め

て

て

。

う

ち

で

は

今

年

が

初

開

催

で 
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す

。

一

応

編

集

部

の

代

表

と

し

て

は

私

が

」 

梅

原

「

各

班

一

人

以

上

は

参

加

し

て

欲

し

い

っ

て

話 

に

な

っ

て

エ

ン

タ

メ

班

か

ら

は

僕

が

出

て

ま

す

」 

玄

「

っ

て

か

、

イ

ン

タ

ー

ン

っ

て

何

す

る

の

？

」 

 
 

 
玄

と

甲

斐

に

説

明

を

す

る

冴

理

。 

 
 

 

鞄

か

ら

タ

ブ

レ

ッ

ト

を

取

り

出

す

梅

原

。 

冴

理

「

３

人

ず

つ

の

グ

ル

ー

プ

を

組

ん

で

テ

ー

マ

決

め

て

、

調

査

と

か

取

材

と

か

進

め

て

…
…

で

、

最

終

的

に

は

一

つ

の

記

事

を

書

い

て

も

ら

う

。

ま

ぁ

み

ん

な

大

学

の

合

間

見

て

や

っ

て

も

ら

う

か

ら

簡

単

な

も

の

に

は

な

る

け

ど

」 

 
 

 

自

慢

げ

に

タ

ブ

レ

ッ

ト

画

面

の

企

画

書

を

玄

に

み

せ

る

梅

原

。 

梅

原

「

八

南

さ

ん

に

協

力

し

て

も

ら

っ

て

僕

が

企

画

書

を

作

り

ま

し

た

」 

玄

「

へ

ぇ

〜

…
…

」 

居

酒

屋

店

員

が

ビ

ー

ル

を

持

っ

て

く

る

。 

居

酒

屋

店

員

「

お

待

た

せ

し

ま

し

た

生

ビ

ー

ル

で

す

」 

玄

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」 

 
 

 

玄

、

空

の

ジ

ョ

ッ

キ

と

居

酒

屋

店

員

の

持

つ 
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ビ

ー

ル

ジ

ョ

ッ

キ

を

交

換

す

る

。 

甲

斐

「

で

も

俺

、

粟

田

の

弟

初

め

て

見

た

わ

。

な

ん

か

爽

や

か

好

青

年

っ

て

感

じ

」 

 
 

 

梅

原

、

自

分

の

向

か

い

の

席

に

座

る

玄

の

前

に

タ

ブ

レ

ッ

ト

を

上

げ

、

天

和

の

証

明

写

真

と

玄

の

顔

を

見

比

べ

る

。 

梅

原

「

雰

囲

気

は

割

と

違

い

ま

す

け

ど

、

顔

は

似

て 

ま

す

よ

ね

」 

 
 

 

梅

原

の

隣

に

座

る

甲

斐

、

タ

ブ

レ

ッ

ト

画

面

と

玄

を

見

比

べ

て

い

る

。 

甲

斐

「

確

か

に

」 

 
 

 

玄

、

梅

原

の

方

に

手

を

伸

ば

す

。 

玄

「

そ

れ

見

せ

て

」 

 
 

 

梅

原

、

玄

に

タ

ブ

レ

ッ

ト

を

渡

す

。 

 
 

 

タ

ブ

レ

ッ

ト

で

天

和

の

選

考

資

料

を

見

て

い

く

玄

。

隣

の

席

の

冴

理

も

そ

れ

を

覗

く

。 

冴

理

「

こ

れ

本

当

は

イ

ン

タ

ー

ン

の

担

当

者

以

外

見 

ち

ゃ

い

け

な

い

や

つ

な

ん

だ

け

ど

ね

〜

…
…

」 

 
 

 

玄

、

タ

ブ

レ

ッ

ト

を

ス

ク

ロ

ー

ル

し

て

い

く

。 

甲

斐

「

ま

ぁ

い

き

な

り

会

社

で

弟

と

遭

遇

し

た

ら

ビ 
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ビ

る

よ

な

（

笑

）
」

 

玄

「

本

当

、

何

で

黙

っ

て

た

ん

す

か

ね

…
…

」 

突

然

、

ス

ク

ロ

ー

ル

す

る

手

が

止

ま

る

玄

。 

玄

「

え

…
…

何

こ

れ

、

『

課

題

記

事

』

？

」 
冴

理

「

イ

ン

タ

ー

ン

参

加

者

を

選

考

す

る

と

き

の

課

題

。

イ

ン

タ

ー

ン

の

グ

ル

ー

プ

ワ

ー

ク

で

書

い

て

も

ら

う

記

事

も

こ

れ

の

延

長

み

た

い

な

イ

メ

ー

ジ

」 

 
 

 

タ

ブ

レ

ッ

ト

画

面

に

は

『

雑

居

ビ

ル

火

災

の 

危

険

性

に

つ

い

て

』

と

タ

イ

ト

ル

が

書

か

れ

た

記

事

。 

玄

「

こ

れ

…
…

」 

冴

理

「

天

和

君

、

自

分

が

巻

き

込

ま

れ

た

火

事

の

こ

と

も

少

し

書

い

て

た

よ

」 

 
 

 

記

事

の

一

部

に

『

足

立

区

城

山

ビ

ル

火

災

に

つ

い

て

』

と

い

う

文

字

。 

 

記

事

を

見

て

眉

間

に

皺

を

寄

せ

る

玄

。 

梅

原

「

そ

の

火

事

っ

て

、

電

線

ト

ラ

ブ

ル

に

よ

る

事

故

っ

て

結

論

で

し

た

っ

け

？

」 

甲

斐

「

確

か

そ

う

だ

っ

た

は

ず

」 
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○

（

回

想

）

雑

居

ビ

ル

火

災

現

場

・

３

階

（

夕

） 

 
 

 

建

物

内

が

燃

え

る

中

、

意

識

を

失

っ

た

天

和

を

抱

き

か

か

え

て

い

る

玄

。 

梅

原

の

声

「

粟

田

さ

ん

、

ビ

ル

に

残

っ

た

天

和

君

を

助

け

に

行

っ

た

ん

で

す

よ

ね

…
…

」

 
 

 

○

（

回

想

）

同

・

建

物

外

（

夕

） 

 
 

 

ビ

ル

の

中

か

ら

天

和

を

抱

え

た

玄

が

出

て

く

る

。 

梅

原

の

声

「

当

時

の

記

事

見

た

こ

と

あ

り

ま

す

け

ど

、

ど

こ

も

粟

田

さ

ん

を

ヒ

ー

ロ

ー

み

た

い

に

」 

 
 

 

玄

、

意

識

を

失

っ

て

い

る

天

和

を

下

ろ

し

、

そ

の

後

玄

自

身

も

意

識

を

失

い

倒

れ

る

。 

甲

斐

の

声

「

弟

に

と

っ

て

は

命

の

恩

人

だ

か

ら

な

」 

 

○

元

の

イ

タ

リ

ア

ン

居

酒

屋

・

店

内

（

夜

） 

 
 

 

テ

ー

ブ

ル

席

で

飲

み

会

中

の

玄

、

冴

理

、

甲

斐

、

梅

原

。 

甲

斐

「

で

も

ま

ぁ

。

こ

の

火

災

、

不

自

然

な

と

こ

ろ

が

多

い

ら

し

い

ね

」 
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梅

原

「

な

ん

か

ブ

ラ

ッ

ク

ボ

ッ

ク

ス

感

あ

り

ま

す

よ 

ね

。

名

前

…
…

出

て

こ

な

い

っ

す

け

ど

、

少

し

前

に

亡

く

な

っ

た

有

名

な

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

、

こ

の

火

事

の

こ

と

も

調

べ

て

た

っ

て

噂

で

す

よ

」 

 
 

 
冴

理

が

ふ

と

顔

を

上

げ

る

と

、

玄

は

青

ざ

め

た

表

情

で

記

事

に

視

線

を

落

と

し

て

い

る

。 

 
 

 

玄

に

声

を

か

け

る

冴

理

。 

冴

理

「

粟

田

？

」 

 
 

 

玄

、

我

に

帰

る

。 

玄

「

え

？

」 

冴

理

「

大

丈

夫

…
…

？

」 

 
 

 

動

揺

し

て

い

る

様

子

の

玄

。 

 
 

 

甲

斐

と

梅

原

も

玄

を

気

に

し

て

、 

甲

斐

「

悪

い

、

粟

田

の

前

で

す

る

話

じ

ゃ

な

い

な

」 

梅

原

「

…
…

す

み

ま

せ

ん

無

神

経

に

」 

玄

「

い

や

、

…
…

全

然

、

大

丈

夫

な

ん

で

。

こ

れ

あ

り

が

と

う

」 

タ

ブ

レ

ッ

ト

を

梅

原

に

返

し

立

ち

上

が

る

玄

。 

梅

原

「

あ

、

は

い

…
…

」 

玄

「

ご

め

ん

、

ち

ょ

っ

と

ト

イ

レ

」 
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立

ち

去

る

玄

。 

 

◯

同

・

店

の

外

（

夜

） 

 
 

 

店

か

ら

出

て

く

る

甲

斐

、

梅

原

。 
梅

原

「

ご

ち

そ

う

さ

ま

で

し

た

ー

！

」 

甲

斐

「

さ

、

帰

る

か

」 

 
 

 

玄

と

冴

理

も

店

か

ら

出

て

く

る

。 

玄

「

お

疲

れ

様

で

し

た

」 

甲

斐

「

お

疲

れ

〜

」 

梅

原

「

お

疲

れ

様

で

す

！

」 

 
 

 

先

に

二

人

で

歩

き

始

め

る

梅

原

と

甲

斐

。 

玄

「

俺

こ

っ

ち

だ

か

ら

、

じ

ゃ

あ

」 

 
 

 

梅

原

と

甲

斐

が

向

か

っ

た

反

対

側

を

指

す

玄

。 

冴

理

「

う

ん

」 

 
 

 

一

人

で

歩

い

て

い

く

玄

。 

 
 

 

し

ば

ら

く

そ

の

背

中

を

見

送

る

冴

理

。 

 
 

 

先

を

歩

く

梅

原

が

冴

理

の

方

を

振

り

返

る

。 

梅

原

「

八

南

さ

ー

ん

？

」 

 
 

 

梅

原

の

声

に

気

付

き

振

り

返

る

冴

理

。 

冴

理

「

は

ー

い

、

今

行

く

」 


